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1．農業会議の代表及び常設審議委員の交代について 
 

 農業会議の坂井会長（佐賀市農業委員会会長）が

令和３年３月３１日をもって辞任されたため、会長

職務代理者として代表権を有する副会長の山口友三

郎氏（伊万里市農業委員会会長）が令和３年４月１

日付けで就任されました。山口職務代理者副会長は

「今後とも農地法をはじめとする農地制度の適正な

運用に加え、農地利用の最適化に向けた活動の強化

について、市町農業委員会と連携をとり支援を行っ

て参りたい」と語りました。 

 また、佐賀市農業委員会会長の交代や人事異動に

より、下記のとおり農業会議の常設審議委員に交代

がありました。 
 
【役員】 

役職 氏名 

会長職務代理者 副会長 山口 友三郎 

 
【常設審議委員】 

所属 氏名 

佐賀市農業委員会会長 大園 敏明 

佐賀県土地改良事業団体連合会 
専務理事 

髙田 俊行 

 

  

山口副会長 

 

農業会議だより 
１．農業会議の代表等の交代について 
２．農業会議 理事会を開催 
３．唐津市農業委員会の取組みについて 
４．事務局長会議・新任職員研修会を開催 
５．農業人材育成セミナーを開催 
６．佐賀県農業法人協会第 26 回総会を開催 
７．佐賀県稲作経営者会議第 42 回総会を開催 
８．農地売買について〔農業公社〕 
９．農業者年金の加入推進について 
10．全国農業新聞の普及推進／全国農業図書の紹介 
11．常設審議委員会の結果（３・４月）／12．行事予定 



２．農業会議 理事会を開催 
 

第１０回理事会において令和３年度事業計画が承認 
 
 令和３年３月２４日に佐賀市で開催した第１０回農業会議理事会において、令
和３年度事業計画並びに収支予算書の設定について承認されました。また、３月
２６日付けで県より農業委員会ネットワーク業務に関する事業計画及び収支予
算について認可を受けました。 
 令和３年度の事業計画の主な内容は次のとおり。 
 
【令和３年度の事業計画】 
（事業方針） 
  農業会議には将来の農業・農村の発展に向けて、農地を有効活用し生産性を高
め、また、農業の担い手を確保し経営を安定させていくため、農業委員会の支援
をはじめ、関係団体と連携し農業者へ支援していくことが強く求められている。
また、農業委員会においては、農業委員会法改正５年後調査が実施され、制度の
見直しが検討されており、農地法をはじめとする農地制度の適正な運用に加え、
農地利用の最適化に向けた活動の強化を図るなど、その着実な成果が求められて
いる。 
 このため、農業会議は全国農業会議所、市町農業委員会をはじめ、県・市町・
農業団体など関係機関・団体と連携を密にし、担い手の育成・確保、農業経営の
安定など、担うべき業務に取り組み、本県農業・農村の健全な維持・発展に努め
ることとする。 
 
（主な事業内容） 
１．総会６月１５日、理事会５月２８日、令和４年３月下旬予定、 

監査５月２０日 
２．常設審議委員会･･･毎月１５日予定、３０ａ超の農地転用案件の審議 
３．農政活動･･･農業者等との意見交換会の実施、全国農業委員会会長大会 

５月２５日（Ｗｅｂ開催予定）、全国農業委員会代表者集会１１月予定 
４．機構集積支援事業･･･会長会議、事務局長会議、職員研修会等を実施。また、 

人・農地プラン話し合いスキルマスター研修会と農業ファシリテーター認定 
研修会を予定。農地情報公開システムの活用とタブレット端末の導入など、 
農業簿記講習会の実施 

５．農業者年金業務･･･加入推進部長等研修会の、農業者年金担当者会議・研修会 
開催、相談活動の実施、加入推進グッズの配布など 

６．農の雇用事業･･･雇用による農業経営基盤の強化と次代を担う人材育成のた 
め、農業法人等が新たに農業に従事する者や将来独立就農を希望する者を雇 
用して行う研修について支援。 

７．情報提供事業･･･全国農業新聞の普及活動及び全国農業図書の普及活用、農業 
者にとって有益な補助金等の情報について早期に掲載されるため認定農業 
者をはじめすべての農業委員・推進委員に購読をお願いしたい。 

  



３．唐津市農業委員会の取組みについて 
 
①農業委員会の体制（令和２年４月１１日～令和５年４月１０日） 
 農業委員１９名、農地利用最適化推進委員３４名 
 
②唐津市の農業の特色と課題 

 松浦川流域を中心とした平坦地域と丘陵性台地に分かれており、米、麦等の 
土地利用型農業、ハウスミカン等の果樹、たまねぎ等の露地野菜、いちご、き 
ゅうり、トマト等の施設野菜が盛んに栽培されており、葉たばこ、花き、畜産 
等による複合経営も盛んに行われています。 

  一方で、農業従事者の高齢化や担い手不足、耕作放棄地の増加等の課題があ 
ることから、平坦地域との生産条件の格差の補正や農業用施設の維持、向上及 
び環境負荷の軽減に配慮した農業生産方式への取り組みが必要とされていま 
す。 

 
③農業委員会活動の概要 
  唐津市農業委員会では、農地利 

用の最適化を推進するため、農業 
委員と推進委員を構成員とした 
「農地利用最適化推進会議」を開 
催し、農地利用最適化の推進活動 
をはじめとした農業委員会活動に 
ついての協議や調整を行っていま 
す。 

令和２年度の実施状況：年３回実施（６月・９月・１２月） 
    
【推進会議での主な協議内容】 
１．担い手への農地利用の集積・集約化 
 中間管理事業を活用した集落営農法 

人への農地集積についての相談対応 
２．遊休農地の発生防止・解消 
 農地の利用状況調査（毎年７～９月）、 

遊休農地所有者に対する利用意向調 
査等の実施（写真右） 

３．人・農地プランの実質化 
 農政課と協力し、対象地域における 

人・農地プランの実質化に向けた協議 
に地域のまとめ役として参加 

４．新規参入の促進 
 新規就農希望者に対する就農支援についての相談対応を実施  
５．農業者年金の加入推進 
 地域ごとに加入推進班を作り、毎年１０月～２月を加入推進強化月間として加 

入推進活動を実施   
   
 



４．事務局長会議・新任職員研修会を開催 
 
 県農業会議は令和３年４月１
４日に佐賀市において「市町農
業委員会事務局長会議」（出席者
３１名）及び農業委員会職員協
議会との共催で「新任職員研修
会」（出席者５６名）を開催しま
した。 
 事務局長会議では、令和２年
度事業報告及び令和３年度事業
計画、農業委員会を巡る情勢、女
性農業委員の登用促進などについて農業会議職員が説明。 

また、令和３年度農業委員会関係予算について県の担当者より説明後、農業者
年金の加入推進活動や情報事業の取り組みについて、農業会議より依頼をしまし
た。 

 午後からの新任職員研修
会では、農業会議より農業委
員会の役割について説明後、
県農山漁村課の担当者より
農地法・農振法について、県
農産課より農業経営基盤強
化法についてそれぞれ説明
がありました。 
 出席者からは「本日の研修
を今後の業務の参考として

活用したい」「今回の研修により業務内容の再確認をすることができた」との声が
聞かれました。 
 農業会議は、農業委員会業務の円滑な推進と農地利用の最適化を推進するため、
今年度も農業委員会事務局職員や農業委員・推進委員等を対象とした研修会を開
催していくこととしています。 
 
 
５．農業経営人材育成セミナー（認定農業者等経営発展研修会）を開催 
 

農業経営の多角化や規模拡大等に伴って、生産
現場や経営を支える人材の育成については、経営
者の共通の課題となっています。 

このような中、佐賀県担い手育成総合支援協議
会（事務局：農業会議）は、農業経営の持続的な
発展やそれを支える人材育成を図るため、３月１
２日に佐賀市「四季彩ホテル千代田館」で「農業
経営人材セミナー（認定農業者等経営発展研修
会）」を開催。認定農業者や農業法人協会、稲作経
営者会議の会員、関係機関の担当

講演する佐川代表 



者ら約７０人が参加されました。 
最初に、栃木県宇都宮市の阿部梨園で農家の右腕として活躍されている佐川友

彦氏(ファームサイド㈱代表取締役)から、「農家の右腕としての働き方～小さな経
営改善ノウハウ１００～」をテ－マに「社員との経営理念の共有や日頃のコミュ
ニケーションや信頼関係の構築」、「社員の主体性を引き出させるコツ」等につい
て講演をいただきました。 

次に、唐津市で青しその生産・加工販売を
行っている㈱麻生園芸代表取締役の麻生朗
氏（写真左）から「麻生園芸の経営展開方向
～二代目社長が語る夢～」と題して、先代か
ら事業承継を受けた当時を振り返りながら、
「分かりやすい経営方針・計画や栽培管理、
営農手順の共有の大切さ」、「働きやすい職場
環境のあり方」など人を雇用する上でのポイ
ント等について、事例報告をいただきました。 
参加者は、両氏の実践的な人材育成の考え方
に共感し、熱心にメモを取りながら聞き入っ
ていました。 
 

６．佐賀県農業法人協会 第２６回総会・農業法人セミナーを開催 

 
 佐賀県農業法人協会（前田清浩会長）は４月２０日に佐賀市「グランデはがく
れ」で第２６回総会を開き、会員ら５４人が参加されました。 
 令和２年度の事業報告では、新型コロナにより研修会等の開催が困難な状況に
ありながらも、Web 等を活用して全国の農業法人経営者と情報共有を行ったり、
県内での視察研修会や経営セミナー
を行い、会員の経営発展をはじめ、地
域農業の振興・発展への取り組みが報
告されました。 
 そのほか、自然災害等のリスク対策
にむけての BCP セミナーの開催など
が盛り込まれた令和３年度の事業計
画等が承認されました。 
 後段の農業法人セミナーでは、㈲木
之内農園（熊本）の木之内代表取締役
会長（写真右）が人材育成をテーマに
講演し、社員の力を引き出すポイント
などについて話されました。 

◇佐賀県農業法人協会 
正会員  ４０人 青年会員 １０人 
賛助会員 １５社    （５月１日時点） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
７．佐賀県稲作経営者会議 第４２回総会・研修会を開催 
 

佐賀県稲作経営者会議（七島満好会長）は、４月２３日に佐賀市「グランデは
がくれ」で第４２回総会を開き、会員ら３６人が参加されました。 

同会議は、米麦、大豆等の土地利用型農業に取り組む大規模稲作経営者の組織
で、昭和５５年に発足。それ以来、めまぐるしく移り変わる農業情勢を見極め、
自らの農業経営の確立を目指すとともに若手経営者の育成などを行い、佐賀の稲
作農業の発展に貢献できるよう、各種研修会などを通して会員相互の研さんに取
り組んでいます。 

 七島会長のあいさつで始まっ
た総会は、会員相互の連携や情
報収集を図るため、ＧＡＰ(農業
生産工程管理)や栽培研修会等の
開催を中心とした令和３年度事
業計画を決めました。 
 総会終了後は、「種苗法の改正」
をテ－マにＷｅｂ形式による研
修会を行い、農林水産省知的財
産課の藤田氏が講演されました。 

藤田氏は、「種苗法は優良な品種を保
護し、新品種の開発を促進する制度で
す」と語られ、種苗法改正のきっかけ
となった「優良品種の海外流出等の背
景」や「輸出先国の指定（海外持ち出
し制限）」「国内の栽培地域指定（指定
地域外の栽培の制限）」等の改正内容
について解説されました。 

後段では、金融機関や農薬メ－カ－
等から会員の経営に役立つ情報提供
をいただき会員と熱心に意見交換を
行いました。 
     

★社員の力を引き出すポイント 
 ・良いところを見つけてほめる 
 ・多少不安でも任せる 
 ・自分の物差しで相手を見ない 
 ・人それぞれのスキルを見抜く 
 ・見本となる人材とチームを組ませる 
 

自分自身のリーダー像と経営者像の具現化をする 
 

（講演内容一部） 

◇佐賀県稲作経営者会議 
会員 ３６人 賛助会員 ５社 

    （５月１日時点） 

 



今回は、農地売買等特例事業の、申出の手続きについて、紹介します。

◆農地売買等特例事業の流れ【手続】

※買受者や売買価格が決まっていない事

価格調整等で調整困難

買入協議

農業経営基盤強化促進法による売買

　農業委員会総会への諮問

☆税制優遇☆
【売渡者】

①登録免許税の税率が２％⇒１％へ減税
②不動産取得税の税率が３％⇒２％へ減税

市町長の公告

※農業振興地域（農用地区域内）で農業経営基盤強化
促進法第４条に定める土地

【買受者】

譲渡所得税が８００万円まで控除（買入協議の場合は１５００万円まで控除）

あっせん調整成立

公社の嘱託登記

公社からの農地代金振込

買受者が公社規程要件を満たす

売渡者から公社への所有権移転

農地売買等特例事業を実施する場合には、農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定促進事
業の活用を図る目的で行うものです。

売渡者の農地あっせんの申出

農業委員会総会であっせん調整
農業委員・推進委員の指名

あっせん農業委員・推進委員による買受者及び売
買価格等のあっせん調整

農地売買に係る所有権移転申出

８．佐賀県農業公社からの紹介ページ

問合せ先

公益社団法人 佐賀県農業公社 (佐賀県農地中間管理機構)

佐賀市八丁畷8-1 佐賀総合庁舎4階

TEL 0952-20-1590 FAX 0952-20-1605 Mail:saga-nougyou@saga-agri.or.jp



9．「農業者年金」の加入推進について

市町名 実績／目標 達成率 市町名 実績／目標 達成率

佐賀市 16人／10人 160% みやき町   1人／ 1人 100%

唐津市   18人／ 13人 138% 玄海町   3人／ 2人 150%

武雄市   3人／ 1人 300% 有田町   2人／ 1人 200%

小城市   3人／ 3人 100% 大町町   1人／ 1人 100%

吉野ヶ里町   1人／ 1人 100% 白石町   8人／ 8人 100%

市町名 実績／目標 達成率 市町名 実績／目標 達成率

佐賀市 39人／25人 156% 吉野ヶ里町 2人／1人 200%

唐津市 48人／43人 112% みやき町 4人／3人 133%

鳥栖市 4人／2人 200% 玄海町 14人／6人 233%

多久市 3人／3人 100% 有田町 4人／1人 400%

武雄市 7人／4人 175% 大町町 4人／1人 400%

小城市 6人／6人 100% 白石町 23人／23人 100%

令和2年度新規加入目標達成市町（１０市町）

３ヵ年運動目標達成市町（１２市町）

令和２年度の全市町の新規加入者数は６４人で、７３人の目標に対して８８％の達成率

となりました。

また、２年度は「加入者累計１３万人早期達成３ヵ年運動」の最終年度で、３ヵ年目標

１６３人に対し新規加入者１８１人で達成率１１１％となりました！

加入推進にご協力いただいた皆さま、本当にありがとうございました！

今年度からは「加入者累計１３万人早期突破及び中期目標達成２ヵ年運動」となります

ので、引き続き加入推進をお願いします！！

令

和

３

年

度

新

規

加

入

目

標

佐 賀 市 8 吉野ケ 里町 1
唐 津 市 14 基 山 町 1
鳥 栖 市 1 上 峰 町 1
多 久 市 1 み や き 町 1
伊 万 里 市 5 玄 海 町 2

武 雄 市 1 有 田 町 1
鹿 島 市 3 大 町 町 1
小 城 市 2 江 北 町 1
嬉 野 市 2 白 石 町 8
神 埼 市 1 太 良 町 2

計 57

市　町　名
3年度

目標

3年度

目標
市　町　名



１０.全国農業新聞の普及推進について

1 佐 賀 市 185 219 34 11 吉 野 ヶ 里 町 39 47 8
2 唐 津 市 122 142 20 12 基 山 町 25 31 6
3 鳥 栖 市 43 53 10 13 上 峰 町 17 20 3
4 多 久 市 57 67 10 14 み や き 町 31 59 28
5 伊 万 里 市 75 88 13 15 玄 海 町 31 35 4
6 武 雄 市 73 90 17 16 有 田 町 38 48 10
7 鹿 島 市 72 83 11 17 大 町 町 21 25 4
8 小 城 市 61 75 14 18 江 北 町 46 49 3
9 嬉 野 市 61 72 11 19 白 石 町 56 70 14

10 神 埼 市 69 80 11 20 太 良 町 41 48 7
農 業 会 議 93 98 5

1,256 1,500 244

◎全国農業図書の紹介

　　　刊行一覧はこちらから⇒ https://www.nca.or.jp/tosho/

市　町 部数

合計

必要
部数

市　町 目標

◎5月時点の全国農業新聞購読状況

部数 目標
必要
部数

改訂7版農地転用許可制度の手引
税込1,200円

農業者年金制度と加入推進
2021年度版 税込500円

作目別 新規就農NAVI 
１野菜編 税込440円

情報活動の意義と役割―

農地利用の最適化は、情報提供活動から
農業委員会法第６条３項には、農業委員会の情報提供活動が明記されていますので、「全国農業新
聞」を活用して農業委員会業務と農業の動きを情報提供していきましょう。

平成２８年の農委法改正の最重点に位置付けられた農地利用最適化業務は、各地の先進的・特徴的
な取り組みに学び、国等の施策を正確に農業の現場に浸透させることが必要不可欠です。

「『情報提供活動』無くして『農地利用の最適化』無し！」を合言葉に、全国農業新聞・全国農業図書を

情報提供活動の最有力ツールに位置付け、農地利用の最適化達成を目指しましょう。

★紙面の内容★

●１週間の農政ニュース ●農政や技術の解説 ●地域活性化に関する事例紹介 ●週替わりのコラム
●経営管理、労務管理、農産物販売促進、農村女性活躍Ｑ＆Ａ ●農業委員会の特徴的、先進的活動

●鳥獣害対策 ●農地の法律相談 ●地方ごとの農業委員会活動、頑張る農業者の記事、イベント情報

https://www.nca.or.jp/tosho/


１１．常設審議委員会結果（令和３年３・４月）

<農地法関係処理状況>

　○審議件数

　○田畑別件数及び面積(㎡) ※田・畑の混合案件があるため、件数の計が一致しない。

１２．今後の行事予定

　農地法第４条及び第５条の規定により県農業委員会ネットワーク機構(佐賀県農業会議)に意

見を求められた案件について、常設審議委員会において審議されました。

　第60回、第61回の件数及び面積については、以下のとおりです。

第４条 -

第５条 ９

第４条 -

第５条 ９

第60回 ３月15日

第61回 ４月15日

件数 面積 件数 面積 件数 面積

第４条 0 -        0 -       - -        

第５条 4 22,081   7 17,455  ９ 39,536   

第４条 0 -        0 -       - -        

第５条 8 40,536   5 8,273   ９ 48,809   

計

第60回

第61回

３月15日

４月15日

畑
回数 開催日 区分

田

月 日 時間 場所 内容

17 13:30 佐賀総合庁舎 第６２回常設審議委員会

20 10:30 佐賀総合庁舎 農業会議監査・役員会

25 13:30 佐賀総合庁舎など 全国農業委員会会長大会（オンライン配信）

26 - - 農業委員会職員協議会総会(書面議決）

28 13:30 佐賀総合庁舎 理事会

10:30 第６３回常設審議委員会

13:30 第６回通常総会

15:00 農業委員会会長会議

17 10:00 グランデはがくれ 農業者年金担当者研修会・会議

グランデはがくれ
6

5

15


